


今の時期に見られる動植物

参考文献　鹿児島県レッドデータブック（鹿児島県環境生活部環境保護課）　原色日本クモ類図鑑（保育社　著者：八木沼健夫）　聴き歩きフィールドガイド奄美（文一総合出版　解説：鳥飼久裕）
　　　　　琉球弧野山の花（南方新社　監修：大野照好/写真と文：片野田逸郎）　沖縄魚図鑑（沖縄マリン出版　著者：悦秀満）　奄美の絶滅危惧植物（南方新社　著者：山下弘）

フトモモ
低地～山地の渓流沿いに生えるインド原産の常緑
高木。球形または卵円形の実がなる。芳香があっ
て、甘く、生食できる。

タカカサマイマイ
鹿児島県島嶼域の固有種。準絶滅危惧種。殻はや
や小型で、うすく、平たいレンズ形。照葉樹林等の
林床の落葉層に生息している。

ゴマモンガラ（写真は幼魚）
鋭い歯をもち、とくに産卵後(夏)の巣を守る親は攻
撃的で、人間にも突進してくることで知られる。ウ
ニ類やカニ類を好み、貝をも噛み砕くことができる。

カシノキラン
常緑広葉樹の樹幹に生える着生ラン。絶滅危惧Ⅱ
類。和名の「樫の木蘭」はカシ類に多く着生するこ
とから。

花（花期2月～4月）

今季の一枚　「セミ」
奄美群島に生息するセミは全部で7種います（島に
よって生息するセミの種数は異なります）。
大合唱をしているのを聞くと、やかましい・・・の一言
で終ってしまいがちですが、よくよく聞くと、1種類だ
けではなく、何種類かの鳴き声を聞きわけることがで
きます。鳴き声で種を判別するのは難しいですが、時
期・時間・場所からある程度絞りこむこともできます。
みなさんがよく聞く鳴き声は、どのセミのものか分か
りますか？是非調べてみて下さい。興味が湧けば、た
だのうるさい大合唱ではなく「蝉時雨」となんだか雅
な感じで例えられている理由が少し分かるかも？しれ
ません。

その他にも
ヒメハルゼミ、クロイワ
ツクツク、クマゼミがい
ます。

クロイワニイニイ リュウキュウアブラゼミ
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奄美群島市町村だより 今回は

大和村
です

自分たちの地域の魅力を再発見し、 また他の地域

のことを知り、 奄美の自然について理解を深めま

しょう。

奄美群島市町村だより
自分たちの地域の魅力を再発見し、 また他の地域

大和村の木

大和村は奄美大島の中央部に位置し、 北は東

シナ海、 背後には緑深い山々が広がり、 琉球

列島最高峰の湯湾岳がそびえ立っています。

【モッコク】

古くより建築材や舟の

櫂や櫓の材として利用

し、 村民から親しみ深

いことから指定されま

した。 春先に深紅色の

新芽が山々を彩る。

しく輝き、オス同士の激しい縄張り争いの様子もなかなか迫力があります。また、水面からは奄美大島の中ではここでのみ生育
が確認されている、食虫植物のミカワタヌキモの黄色い花が顔を出している様子なども楽しむことができます。

る様子はありませんが、まだ残っている株を随時除去していきたいと思います。一度
入った外来生物を完全に取り除くことはとても困難なことだと身をもって痛感しまし
た。今後も奄美在来の生きものが生息できる環境を守り、大和村へお越しいただく皆
様に楽しんでいただけるよう活動していきたいと思います。

　しかし、この池は昨年までホテイアオイが水面全体を覆い、多くの生きものにとって
住みにくい環境になっていました。ホテイアオイはもともと南アメリカ原産の水草で、
日本には明治時代に観賞用として入ってきたと言われています。水質浄化の効果を期
待され各地のビオトープなどに導入されていましたが、写真のように水面を覆ってし
まうので、水の流れの阻害し、トンボなど昆虫の産卵や在来植物の生育地を奪うなど
問題が発生しています。
 大和村役場では、昨年このホテイアオイの除去作業にあたり、トラック６０杯分もの
ホテイアオイを人力で除去しました。今年は昨年の様に一面にホテイアオイが繁茂す

ハネナガチョウトンボ ミカワタヌキモ

ホテイアオイ

ホテイアオイ除去後

　奄美フォレストポリスは大和村福元盆地にあり、自然散
策が手軽にできるよう整備されています。敷地の「水辺の
広場」には人工池があり、今の季節は多種多様なトンボが
飛び交う姿を観察することができます。なかでも、日本で
は奄美大島でのみ生息が確認さているハネナガチョウト
ンボも観察することができます。台湾、ベトナムに分布す
る種ですが、1993年に初めて奄美大島の大和村で確認さ
れました。翅の基部は光の当たり具合で青や紫色など美

おすすめ
観光名所　『 奄美フォレストポリス 』

ワダツミノキ



18mm

21mm

ほぼ原寸大

３個ぐらいのたまごを産む

巣は二股の枝にはさむように作ります。
巣の素材は樹皮やコケなど。それらをク
モの糸を使って貼り付けます。

奄美の夏鳥でとても有名な鳥は「アカショウビン」ですが、奄美に
はアカショウビン以外にも夏鳥が訪れます。その中でもひときわ
目を引くのは「サンコウチョウ」という鳥です。アカショウビン比べ
有名ではない鳥ですが、アカショウビンに負けず、美しい姿かた
ちをしています。今回は、サンコウチョウにスポットをあて、生態
などを探っていきたいと思います。

いきもののふしぎ ～サンコウチョウの話～

オス

メス

フィフィヒィホイホイホイ

参考文献　奄美の野鳥図鑑（NPO法人奄美野鳥の会）　いろいろたまご図鑑（ポプラ社　発行者：坂井宏先）

口の中は鮮やかな緑色をしています。

くちばしの根元にヒゲのようなものがあります。こ
れは、飛びながら虫を採るときに、虫を引っかけて
逃げにくくするものです。

目のまわりには、ニワトリのトサ
カのように肉が裸出したアイリン
グがあります。オスのアイリング
は、コバルトブルーの色が鮮や
かでとてもきれいです。

　　名前『三光鳥』の由来

鳴き声がツキヒホシ（月日星）ホイホ
イホイと聞こえるため、三つの光の
鳥、三光鳥と名付けられました。

サンコウチョウを呼ぼう！！

サンコウチョウの鳴き声を聞いたら、口笛で鳴き声をまねてみて
下さい。口笛に呼ばれ姿を見せてくれるかもしれません。

水に似て空の明けゆくしじまにて三光鳥の鳴く森くらし　　中西悟堂

蝉しぐれ三光鳥は翔けくぐり 　　木津柳芽  

全長 ： オス　44.5ｃｍ
　　    メス　17.5ｃｍ

サンコウチョウ
Terpsiphone  atrocaudata
スズメ目カササギヒタキ科

春になると南方から渡ってきます。トカラ列島以南に渡って
くるのは亜種「リュウキュウサンコウチョウ」です。低山の薄
暗い林に住んでいます。声はよく聞きますが、その姿を見る
ことはなかなかできません。オスの一番の特徴は、体長の３
倍にもなる長い尾羽です。

その
オスの方がメスより目立つ色やかたちをしている
鳥では、一羽のオスが複数のメスとつがいになる
のが一般的です（一夫多妻）。しかしサンコウチョ
ウは、オスが目立つ尾羽を持っているのに一夫一
妻で、オスとメスが同じくらい熱心に子育てをし
ます。

その
本州に渡ってくるサンコウチョウは数が年々減少
していますが、リュウキュウサンコウチョウの数
はあまり変化がないそうです。

サンコウチョウの豆知識

１

２

～サンコウチョウの短歌・俳句～

春に南方の地域から渡ってきて繁殖し、秋には帰っていく鳥。
奄美には、アカショウビン、サンコウチョウ、ベニアジサシ、コアジサ
シ、エリグロアジサシ、ツバメチドリなどが渡来します。

夏鳥とは？夏鳥とは？

アカショウビン




